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概要
本研究では，一般情報教育のためのオープン教育資源（OER）の開発と当該教材を活用した授業設計を行い，教

育実践による評価を行なった．本稿では，開発した OER および OER を活用した授業デザインについて示すとと
もに，2021年度春学期に開講された大阪大学の一般情報教育科目における授業実践の結果について報告する．授業
アンケートの結果を分析し，開発した OERおよび OERを活用した授業デザインの効果について考察する．

1 はじめに
持続可能な開発のための 2030 アジェンダにおける
持続可能な開発目標 4（SDG4）「質の高い教育をみ
んなに」の達成のために，全ての者が時や場所を問わ
ず教育資源にアクセスできるよう，オープン教育資源
（Open Educational Resources, OER）の普及促進の
取り組みが進められている．第 40 回ユネスコ総会で
採択された OERに関する勧告 [1] では，OERの定義
を「パブリック・ドメインとなった，又はオープンライ
センスの下で公開されている著作権のあるあらゆる形
式及び媒体の学習，教育及び研究の資料であって，他
の者による無料のアクセス，再使用，別の目的のため
の再利用，改訂及び再配布を認めるもの」としている．
日本国内では，例えば，高等教育機関において，オー
プンコースウェア（Open Course Ware, OCW）を通
じて，大学等で提供している講義等の授業コンテンツ
を OERとして公開する取り組みが推進されている．
2019年 6月 25日に文部科学省より発表された「新
時代の学びを支える先端技術活用推進方策（最終まと
め）」[2]においても，遠隔・オンライン教育を活用し
た授業内容の最適化・質の向上や様々な事情で通学で

の教育を受けることが困難な学習者への学習支援が期
待されており，OER の開発や OER を用いた効果的
な授業デザインの検討，教育実践による評価を行って
いくことが肝要である．
本稿では，高等教育機関における一般情報教育のた
めの OER の開発と開発した OER を活用した授業デ
ザインを行い，授業実践による評価を行なったので報
告する．

2 開発したオープン教育資源
本教材は，後述する大阪大学の初年次必修の一般情
報教育科目向けに開発されたものであり，単元および
各学習項目は，情報処理学会が策定した一般情報処理
教育の知識体系である GEBOK[3]を参考に決定した．
開発した OERで扱っている学習単元および開発した
OERとの対応表を表 1に示す．
動画教材は，学習者の集中力を考慮するとともに，
授業に組み込みやすいようトピック単位で 10～15 分
前後の短い動画として作成した．図 1 は，「文字・音
声・画像の取り扱い」を扱った動画教材のスクリーン
キャプチャである．様々な授業で扱いやすいよう著者
がスライドにナレーションをつけたシンプルな教材と



表 1 開発した OER一覧

単元 動画教材 演習ツール
情報とコミュニケーション ICTの発展とコミュニケーションの変化

情報セキュリティ
情報のディジタル化と コンピュータの構成：ハードウェア編 ビット列→エンコード別文字表現ツール
コンピューティングの要素と構成 コンピュータの構成：ソフトウェア編 文字→ビット列表現ツール

情報とデータ ファイルのビット列表示ツール
文字・音声・画像の取り扱い

情報ネットワークと情報セキュリティ ネットワークの構成 IPアドレス情報表示
ネットワーク上の情報転送 ネット詐欺体験 1

通信プロトコル ネット詐欺体験 2

IPアドレス ネット詐欺体験 3

暗号化技術 公開鍵暗号を使ってみよう！
インターネットの仕組み アプリケーション層のプロトコル

サーバ
Webページの仕組み

社会で利用される情報技術 情報システム
データベース
リレーショナルデータベース

プログラミング（Python） 逐次処理，条件分岐処理，
繰り返し処理，データ型，リスト，
関数，ソートアルゴリズム

図 1 動画教材

なっている．各動画は Youtubeで公開している．
演習ツールは，著者の一人が以前実施した反転授業
向けに開発したツール [5] を改良したもので，表 1 に
示す情報のディジタル化，情報ネットワーク，情報セ
キュリティに関する，8つ演習ツールを公開している．
例えば，図 2 は，「情報ネットワークと情報セキュリ
ティ」の単元における演習を想定した公開鍵暗号方
式を体験するツールである．本ツールでは，学習者
はWebブラウザ上で実際に秘密鍵と公開鍵を作成し，
データを公開鍵で暗号化・秘密鍵で復号する体験がで
きる．
本演習ツールも含め，開発したツールは，全てWeb

アプリケーションとして提供されており，インター

図 2 公開鍵暗号方式体験ツール

ネット環境とWeb ブラウザがあれば，演習ができる
ようになっている．
プログラミング演習では，プログラミング言語とし
て Python を扱うこととし，Google 社の Colabora-

tory ノートブックによる教材を作成した．ノートブッ
クで扱っている内容は，逐次処理，条件分岐処理，繰
り返し処理，データ型，リスト，関数，ソートアルゴリ
ズムであり，教科書 [6]に対応したものとなっている．
本教材は，クリエイティブ・コモンズ表示 4.0国際
ライセンスの下に提供し，大阪大学 情報社会基礎・情
報科学基礎 公開教材サイト [4]にて，公開している．



図 3 各回の主観的満足度の平均値

表 2 2021年度情報社会基礎の授業計画

回 授業内容
1 ガイダンス
2 メディアとコミュニケーション (1)

3 メディアとコミュニケーション (2) + 図書館活用法
4 情報のディジタル化とコンピューティングの要素と構成 (1)

5 情報のディジタル化とコンピューティングの要素と構成 (2)

6 情報ネットワークと情報セキュリティ (1)

7 情報ネットワークと情報セキュリティ (2)

8 インターネットサービスの仕組み (1)

9 インターネットサービスの仕組み (2)

10 前半の授業の振り返りとオンライン小テスト
11 プログラミング演習またはデータ科学入門 (1)

12 プログラミング演習またはデータ科学入門 (2)

13 プログラミング演習またはデータ科学入門 (3)

14 社会で利用される情報技術
15 講義のまとめと授業内テスト

奇数回：同期型授業，偶数回：非同期型授業

3 授業実践による評価
3.1 授業概要
大阪大学では，2019年度から春学期開講の初年次必
修の全学共通科目として，「情報社会基礎」という一般
情報教育科目を開講している．本授業の目的は，“高
度情報化社会の構成員として大学生にふさわしい情報
社会の原理・本質・価値・限界・可能性等を理解し，こ
れを使いこなす対応力を修得すること”であり，知識
習得だけでなく，演習ツールを用いて情報技術の原理
を体験的に学べるように授業を設計している．
本授業は，週 2コマのターム科目で，1週間のうち
に，同期型と非同期型の 2つの授業が実施される．表
2 に示すとおり，プログラミング演習等の一部授業を
除く前半の授業では，非同期型授業回では各自のペー
スで動画教材を用いて知識を習得し，同期型授業回で

は非同期型授業回に対応する演習を行なう反転学習形
式の授業デザインとなっている．
3.2 授業における OERの活用
本教材は OER化を前提に，当該授業向けに開発さ
れたものであり，表 1の単元と表 2の授業内容が連動
している．非同期型の授業回は，対応する単元の動画
と動画に関するクイズから構成され，同期型の授業回
では，対応する単元の演習ツールを使った体験演習を
行なった．2021年度は 15回全てをオンライン授業と
して実施し，体験演習用の動画を別途用意し，同期型
授業回であるが，受講生は各自のペースで演習を進め
ることができるようにした．また，第 9回のインター
ネットの仕組みの同期型授業回と第 11～13 回のプロ
グラミング演習回は，Colaboratory ノートブックで
はなく，SaaS のプログラミング学習支援環境 Ed[7]

を利用しているが，扱っている演習内容は同じもので
ある．なお，開発した OERに加え，第 2回授業では
INFOSS情報倫理 [8]を，第 14回の授業はキーワード
で学ぶ最新情報トピックス 2021[9]による学習も行っ
ている．
3.3 評価方法
2021 年 4 月～6 月に実施した著者 2 人が担当する
文学部の「情報社会基礎」の受講生を対象に，開発し
た教材の評価を行なった．授業の難易度・分量・教員
の説明方法・授業教材に関するそれぞれの満足度と主
観的理解度，授業全体の総合満足度について，「全く当
てはまらない」，「あまり当てはまらない」，「やや当て
はまる」，「よく当てはまる」の 4件法で尋ねた．さら
に，授業の感想を自由記述で求めた．



3.4 結果と考察
データ分析の同意が得られなかった受講生および 15

回の授業のうち，1 回でも欠席やアンケートに無効回
答のあった受講生を除く 76名（有効回答率 45.8%）を
分析対象とした．
開発した OERを利用した授業回のアンケート結果
の平均値を図 3に示す．各項目の平均値について，理
論的中間点 (2.5 点) との差を比較した結果，第 6 回
授業の難易度を除き，いずれの授業回・項目とも平均
値が理論的中間点より有意に高いことがわかった（p

< .05）．情報が非専門の学習者にとって，主観満足度
はモチベーション維持のための重要な要素であるが，
OER を活用した授業回は，いずれも一定水準を維持
できていることから，動画教材・演習ツールともに，
一般情報教育科目において有用であると考えられる．
また，OER を活用した授業設計として，本授業で
提案する動画教材と演習ツールの組み合わせが有効で
あることも確認できた．例えば，第 6 回授業は，「情
報ネットワークと情報セキュリティ」に関する非同期
型の授業回で，IPアドレスやプロトコル，暗号化等を
扱ったため，情報が専門ではない受講生にとっては難
易度の高い単元であった．しかしながら，演習ツール
を活用した体験型演習を通して，前回授業の内容の理
解が進み，第 7回の授業では，学習成果に関する満足
度が向上した．実際に，自由記述の感想では，「前回
の非同期型授業はかなり難しく感じられたが，今回で
前回の復習が出来たので良かった．特に，暗号化は演
習で実際に操作することで，暗号化の仕組みがよく分
かった」といった意見が寄せられた．

4 おわりに
本研究では，一般情報教育のための OERの開発と
当該教材を用いた授業設計を行い，授業実践により評
価した．2021 年度の授業アンケートの結果から開発
した OERと当該教材を活用した反転学習的な授業デ
ザインの有効性を確認した．
今後は，クイズや小テストの結果を用いた定量的評
価を行うとともに，情報を専門とする学部・学科にお
ける授業実践の結果の分析を行う予定である．さら
に，2022 年から高等学校の学習指導要領が全面改訂
され，教科「情報」では，「情報 I」と「情報 II」が開
始する．高等学校での学習内容を踏まえ，大学の一般
情報教育科目で扱う内容についても検討を進めていき
たい．
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